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「セーフコミュニティ」は、みなさんの身近に起こっている のことです。

「事故やけがは偶然に起こるのではなく、原因を調べ対策を行うことにより、予防できる！」という考えのもと、

です。

「セーフコミュニティ」について詳しく知りたい方は、

市ＨＰをご覧ください♪♪

鹿児島市では、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨するセーフコミュニティに取り組み、 しました。

鹿児島市 市民局 危機管理部 安心安全課 セーフコミュニティ推進係（市役所東別館３階）

ＴＥＬ：０９９－２１６－１５１２ ＦＡＸ：０９９－２２６－０７４８

目標 家庭内等での事故・けがの減少

子育て中の親への支援

取組 家庭内での事故・けがに関する情報の発信

体力・運動能力の向上を目的とした活動

子育てに悩みがある保護者の相談及び

子育て体験談の情報発信 など

地域の主体的な活動を推進するため、フォーラムを開催します。

市内に住む人はどなたでも参加できますので、お近くの方を

お誘い合わせの上、是非ご参加ください♪

第９回目のかわら版（平成28年５月発行）

でも取組をご紹介しています。

是非、ご覧ください♪

子どもの安全対策委員会では、

大切な子どもたちが事故やけがに遭わないよう、

みなさまの子育て（活動）に役立つ、子どもの安全等に関する情報を発信

しています。

じゅうたんに滑り止めをつける

アイロンは子どもの手の届かない高い位置でかける など

１位 転倒 54.3%

２位 やけど（熱湯、アイロン等） 19.7%

３位 転落 18.9%
※ 鹿児島市事故やけがに関するアンケート調査結果（28年8月実施）

花火の季節になり、お子さんと楽しまれる方も多いと思いますが、毎年、花火によるやけどの事故も報告されています。

花火は火薬や火を使うため、危険があることを忘れずに、大人が必ず付き添い、火が移りやすい素材の服や、

露出が多いサンダルなどの靴を避けるなど、服装にも注意しましょう！

やけどをした場合は、すぐに流水で、5分～30分程度、痛みがやわらぐのをめどに冷やしましょう！

また、やけどの範囲が手のひら以上の場合や、水膨れの場合は、潰さないようにして医療機関を受診しましょう。

みんなで、

できるところから

事故やけがの予防に

取り組んでいきましょう！

◇ 日　時 ７月１８日（火）　１４時　～　１６時

◇ 場　所
市民文化ホール４階　市民ホール
（※公共交通機関をご利用ください）

◇ 料　金 無料

◇ 申し込み
電話かファクスで住所、氏名、年齢、電話番号を
安心安全課へ

第１部 講話

講 師：日本セーフコミュニティ推進機構

代表理事 白石 陽子氏

テーマ：セーフコミュニティに地域で取り組むメリット

第２部 取組校区（交通安全）の事例紹介を交えた

パネルディスカッション

テーマ：地域で進める安心安全の取組み

来場者には素敵なセーフコミュニティグッズをプレゼント♪

（夜光反射材・絆創膏・ボールペン）


